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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成20年11月13日(2008.11.13)

【公開番号】特開2005-317180(P2005-317180A)
【公開日】平成17年11月10日(2005.11.10)
【年通号数】公開・登録公報2005-044
【出願番号】特願2005-89563(P2005-89563)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   7/135    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ   7/135   　　　Ｚ
   Ｇ１１Ｂ   7/135   　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月30日(2008.9.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　片面に溝面と非溝面によって形成される制御溝を有する担体基板、並びに、前記担体基
板の制御溝上に形成された分離層、及び前記分離層上に形成された記録膜の繰り返しを有
する多層記録膜を備え、
　信号の記録が行われた前記記録膜は、記録済み面と未記録面から形成される信号溝を有
し、
　前記多層記録膜を通過し、前記担体基板に到達した入射光に対する、前記溝面からの反
射光は、前記非溝面からの反射光とは位相が異なり、
　前記多層記録膜の一部を通過し、前記記録膜に到達した入射光に対する、前記記録済み
面からの反射光は、前記未記録面からの反射光とは位相が異なる、多層ディスク担体を記
録再生する多層ディスク担体情報記録再生装置であって、
　前記多層ディスク担体に、記録及び再生のうち少なくとも一方を行うための光を照射す
る１つの光源と、
　前記多層ディスク担体と前記光源の間に設置され、前記信号の記録及び再生のうち少な
くとも一方を行うための集光点である記録再生集光点を形成する対物レンズと、
　前記記録再生集光点を形成する光のうち、前記記録再生集光点が形成されている前記記
録膜を透過した記録膜透過光の、前記記録再生集光点が形成されている記録膜に隣接する
前記制御溝若しくは前記信号溝からの反射光を用いて、前記記録再生集光点の位置の制御
を行う制御手段とを備えた、多層ディスク担体情報記録再生装置。
【請求項２】
　前記反射光を受光する２分割光検出器と、
　前記２分割光検出器の前に配置された、光透過を阻止する、複数の直線状の部分から成
る光透過阻止格子とを備え、
　前記制御手段は、前記２分割光検出器の２つの光検出器のそれぞれの出力の差動信号か
ら得た制御信号で、前記記録再生集光点が前記制御溝若しくは前記信号溝の上を移動する
ように制御を行う、請求項１記載の多層ディスク担体情報記録再生装置。
【請求項３】
　前記光透過阻止格子は、前記反射光に対し透明である平板の一面に作成されており、前
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記一面と前記２分割光検出器面とが密着している、請求項２記載の多層ディスク担体情報
記録再生装置。
【請求項４】
　前記制御溝若しくは前記信号溝からの前記反射光が前記対物レンズを通過した後結像さ
れる位置に、前記２分割光検出器面と前記平板との密着面が配置されている、請求項３記
載の多層ディスク担体情報記録再生装置。
【請求項５】
　前記平板は、中心部材として設けられた液晶と、前記液晶を挟むように設けられた２つ
の透明電極とを備え、
　前記制御手段は、前記透明電極の電極間に電位を与えることによって、前記制御信号の
誤差を低減する、請求項４記載の多層ディスク担体情報記録再生装置。
【請求項６】
　前記反射光が、前記対物レンズを通過後に結像する位置に設置された、格子形状を有す
る光検出器を備え、
　前記制御手段は、前記格子形状を有する光検出器の差動信号で、前記記録再生集光点が
前記制御溝若しくは前記信号溝の上を移動するように制御を行う、請求項１記載の多層デ
ィスク担体情報記録再生装置。
【請求項７】
　前記格子形状を有する光検出器は、前記結像である干渉模様の平行方向と平行になるよ
うに長手方向が配置された複数の棒状の光検出器である、請求項６記載の多層ディスク担
体情報記録再生装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　上記課題を解決するために、第１の本発明は、
　片面に溝面と非溝面によって形成される制御溝を有する担体基板、並びに、前記担体基
板の制御溝上に形成された分離層、及び前記分離層上に形成された記録膜の繰り返しを有
する多層記録膜を備え、
　信号の記録が行われた前記記録膜は、記録済み面と未記録面から形成される信号溝を有
し、
　前記多層記録膜を通過し、前記担体基板に到達した入射光に対する、前記溝面からの反
射光は、前記非溝面からの反射光とは位相が異なり、
　前記多層記録膜の一部を通過し、前記記録膜に到達した入射光に対する、前記記録済み
面からの反射光は、前記未記録面からの反射光とは位相が異なる、多層ディスク担体を記
録再生する多層ディスク担体情報記録再生装置であって、
　前記多層ディスク担体に、記録及び再生のうち少なくとも一方を行うための光を照射す
る１つの光源と、
　前記多層ディスク担体と前記光源の間に設置され、前記信号の記録及び再生のうち少な
くとも一方を行うための集光点である記録再生集光点を形成する対物レンズと、
　前記記録再生集光点を形成する光のうち、前記記録再生集光点が形成されている前記記
録膜を透過した記録膜透過光の、前記記録再生集光点が形成されている記録膜に隣接する
前記制御溝若しくは前記信号溝からの反射光を用いて、前記記録再生集光点の位置の制御
を行う制御手段とを備えた、多層ディスク担体情報記録再生装置である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　又、第２の本発明は、
　前記反射光を受光する２分割光検出器と、
　前記２分割光検出器の前に配置された、光透過を阻止する、複数の直線状の部分から成
る光透過阻止格子とを備え、
　前記制御手段は、前記２分割光検出器の２つの光検出器のそれぞれの出力の差動信号か
ら得た制御信号で、前記記録再生集光点が前記制御溝若しくは前記信号溝の上を移動する
ように制御を行う、第１の本発明の多層ディスク担体情報記録再生装置である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　又、第３の本発明は、
　前記光透過阻止格子は、前記反射光に対し透明である平板の一面に作成されており、前
記一面と前記２分割光検出器面とが密着している、第２の本発明の多層ディスク担体情報
記録再生装置である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　又、第４の本発明は、
　前記制御溝若しくは前記信号溝からの前記反射光が前記対物レンズを通過した後結像さ
れる位置に、前記２分割光検出器面と前記平板との密着面が配置されている、第３の本発
明の多層ディスク担体情報記録再生装置である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　又、第５の本発明は、
　前記平板は、中心部材として設けられた液晶と、前記液晶を挟むように設けられた２つ
の透明電極とを備え、
　前記制御手段は、前記透明電極の電極間に電位を与えることによって、前記制御信号の
誤差を低減する、第４の本発明の多層ディスク担体情報記録再生装置である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００３０】
　又、第６の本発明は、
　前記反射光が、前記対物レンズを通過後に結像する位置に設置された、格子形状を有す
る光検出器を備え、
　前記制御手段は、前記格子形状を有する光検出器の差動信号で、前記記録再生集光点が
前記制御溝若しくは前記信号溝の上を移動するように制御を行う、第１の本発明の多層デ
ィスク担体情報記録再生装置である。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　又、第７の本発明は、
　前記格子形状を有する光検出器は、前記結像である干渉模様の平行方向と平行になるよ
うに長手方向が配置された複数の棒状の光検出器である、第６の本発明の多層ディスク担
体情報記録再生装置である。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
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